
 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

加美町立賀美石小学校だより 

目指す子供の姿 

「やさしく・かしこく・たくましく」 

令和８年３月２４日発行 

  
いじめ認知件数：２月は１件、３月は調査中です。 

本校ＨＰは 

こちらから 

202６春の寄港 

校長 遠藤 善敬  

 お陰様をもちまして、1８日には 16名の卒業式、そして本日 24日は修了式を行いました。令和７年

度の教育活動を無事に終えることができ安堵しております。保護者や地域の皆様には、どんな時にでも

深いご理解と温かなご支援を賜りました。感謝申し上げます。 

今年度も「学校は地域に浮かぶ船」「みんなで楽しい学校を創ろう」という言 

葉を念頭に、本校が進むべき方向は、船長たる子供たちの夢・希望・志の実現で 

あることを教職員一同で確認しながら進めて参りました。とはいえ、共に子供た 

ちを支える＜学校を創り上げる＞仲間である保護者や地域の皆様の声を聴く機会 

や工夫が足りなかったのではないかと反省しております。１月号でもふれました 

が、保護者の皆様に年２回ご協力をいただくアンケートは回答率が徐々に低下し、 

直近では 40％未満でした。このことから、次年度は何らかの工夫を講ずる必要 

があると考えております。その時になりましたらご協力をお願いします。 

さて、4月から２・３年生が一つの教室となる複式学級を開設します。子供たちの姿を想像しながら

の準備だったので、実際の様子を見て修正・改善を加え「賀美石方式」を確立していきたいと考えてい

ます。答えはいつでも子供たちの中にあると信じているので、上述のことと重なりますが、家庭でのお

子さんの呟きなども教えていただければ幸いです。 

昨年度は卒業していく６年生が“下級生の喜ぶように”と植えたチューリップの球根。今年度は“花

いっぱいの学校になるように”“自分たちの学校を自分たちで飾るように”と全校児童で植えました。

子供たちの願いが叶う４月が待ち遠しいですね。どうぞ花が咲いたかどうか、子供たちが喜んでいるか

どうか、お気軽に足を運んで確かめてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暖かな日差し

の中、多くのご

来賓や地域の

方々、保護者、

在校生、教職員

に見守られて、

１６名は巣立っ

ていきました。 

賀美石小学校

らしい歌声が体

育館中に響き渡

る、感動いっぱ

いの卒業式にな

りました。 

卒業生の活躍

を期待し、未来

に幸あれと願っ

ております。 

 

 

 



 

 

 

 

 

【 ４日（水） 音楽朝会 ＆ 暗唱表彰 】                 

 
 
 
 
 
 
 

【 １１日（水） 故郷と命を思う朝会 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

【 ４日（水） ５年 福祉体験学習 】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【春休み中の予定】 

３月２７日（金）離任式 

登校時刻：８時１０分 

登校時：スクールバス通常運行 

下校時刻：９時４０分頃 

下校時：スクールバス運行 

※４月の行事予定については、始業 
式号でお知らせします。大きい行事は、２月総会資料も参考に…。 

 
 
 

子供たちの生まれる前の大きな地震ですが、決して

風化させてはならない出来事です。将来を担う子供た

ちには、しっかりと伝え、更に次の世代へと引き継が

れるよう努力していきたいと思います。 

 

 
休み中の生活については、別紙の

「春休みのしおり」をご覧いただき、

新年度に備えさせてください。また、

子供たちの安全・安心につきまして

も引き続き、見守りをよろしくお願

いいたします。 
 

 

 

 

 

４月８日（水）は始業式です。 
登校時刻：８時１０分 

スクールバス通常運行 

下校時刻：１１時１０分頃 

バス運行：１１時２０分 

※２～６年生は、入学式に参加しま
す。持ち物などは、各学年のお便り
をご確認ください。 
 
 
 
 

各学年の代表に暗唱

パーフェクト賞が送ら

れました。６年生には

中学校で取組の形を変

え、在校生には次年度

も頑張ってほしいと思

います。  

○６年生を送る会  ～３月３日（火）実施～ 

「今までお世話になった６年生に感謝の思いを伝え、在校生が協力し 

て気持ちよく送り出せる会にしたい」という代表委員会の提案どおり、 

５年生と計画・放送委員会が中心となり、下級生全員で分担しました。 

送る会の招待状は、２・３年生が作り、事前に届けました。１・２年 

生は、プレゼントを作り、当日はプレゼンターを務めました。体育館内や体育 

館前の通路には、３年生以上の学年が６年生へのメッセージを込めた装飾を施 

しました。もちろん、４・５年生は、６年生から引き継いだ鳥屋ヶ崎獅子舞も 

披露しました。 

この他に、全校で「じゃんけん列車」、クラス選抜で「障害物競走」を行い、 

どちらも白熱しました。すべての活動で、６年生に「あり 

がとう」の気持ちを伝えました。６年生からは、お礼の寸 

劇「６年間の思い出」が披露され、体育館が心温まる雰囲 

気に包まれました。在校生の思いが６年生に届き、喜んで 

もらえたと思います。６年生から在校生へ、すてきなバト 

ンタッチができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○卒業「奉仕作業」 清掃 ＆ 靴下プレゼント 

今年度も６年生が「奉仕作業」と銘打って、普段十分にできない場所や手の届 

かない場所（家庭科室コンロ周りやトイレの棚など）を掃除し、整理整頓をして 

くれました。また、教室の水ぶきでは、次の学年にきれいにして渡したいという 

思いが、表れていました。また、「各教室で使ってください。」と、児童机やいす 

に履かせるカバー（本校での呼称：靴下）も縫い、１２日（木） 

に校長室まで届けてくれました。準備の段階から計画し、家庭科 

の授業などを活かしながら作業を行っていました。そんな６年生 

の行動に感謝です。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の体験より（障害のある方

が）どうしてもらったらうれしいの

か、相手の気持ちになることが大事

であることを深く学びました。 

 

 


